
鳥取県自主防災組織等知事表彰の表彰実績（平成１７～２８年度） 

 

 

 ※表彰区分は、次のとおりです。 

１ 功績表彰 災害現場等において功績抜群の活動をして他の模範となった場合 

２ 功労表彰 他の模範となる自主防災活動又は防災教育を行った場合 

 

 

【平成１７年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

活動概要 

功績表彰 市瀬
いちのせ

自治
じ ち

防災会
ぼうさいかい

 

（智頭町・平成１０年） 

平成１６年９月の台風２１号による床上浸水等の災害に対

し、住民への的確な避難誘導を行い、人的被害を防いだ。 

功労表彰 若葉
わ か ば

台
だい

南
みなみ

六丁目
ろくちょうめ

防災会
ぼうさいかい

 
（鳥取市・平成３年３月） 

婦人消防隊・シルバー消防隊・レスキュー隊を編成するとと

もに、夜間訓練や担架搬送訓練等の様々な活動を展開した。 

天神
てんじん

町
ちょう

自治
じ ち

公民館
こうみんかん

 
（倉吉市・昭和３１年） 

「地震時の自主防災マニュアル」の作成や住民所有の防災資

機材の登録制度の設立など、工夫を凝らした活動を展開した。 

上後藤
かみごとう

２区
２ く

防災会
ぼうさいかい

 
（米子市・平成１３年１０月） 

災害時要援護者情報を掲載した地図及び災害時要援護者避

難誘導マニュアルの作成・更新を行った。また、心肺蘇生法講

習会や簡易型災害図上訓練等を実施した。 

米川
よねかわ

町
ちょう

防災会
ぼうさいかい

 
（境港市・平成９年４月） 

簡易型災害図上訓練や炊出・消火・避難訓練等の実施をはじ

め、防災に係る研修会の開催など、防災意識の普及に努めた。 

黒坂
くろさか

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

委員会
いいんかい

 

（日野町・平成１４年９月） 

鳥取県西部地震での教訓を活かした地域独自の訓練の実施

をはじめ、防災意識を啓発するための広報誌の発行など、多岐

にわたる活動を展開した。 

 

【平成１８年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

活動概要 

功績表彰 金持
か も ち

自治会
じ ち か い

 

（日野町・平成８年８月） 

平成１８年７月豪雨による床上浸水等の災害に対し、自治会

の全世帯が協力して復旧作業に従事した。 

功労表彰 賀
か

露
ろ

町
ちょう

自治会
じ ち か い

 
（鳥取市・昭和３８年１月） 

海岸部に位置するという地域特性から、毎年、高台への住民

避難誘導等の地震津波対応訓練を実施した。 

立川
たちかわ

一丁目
いっちょうめ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（鳥取市・平成８年８月） 

災害時における迅速な避難、救援活動を行うため、災害時要

援護者を含む住民情報データーベースを作成した。 

宮川町
みやがわちょう

２丁目
にちょうめ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１４年２月） 

効果的な防災意識の普及の機会として、多くの住民が集まる

地区運動会の休憩時間を活用した防災活動等を実施した。 

旭
あさひ

女性
じょせい

消防隊
しょうぼうたい

 
（湯梨浜町・昭和４６年） 

女性による消防隊を結成し、防災訓練や救急救命講習の研修

など、女性の視点を生かした防災活動を積極的に実施した。 

加茂
か も

五区
ご く

中自治会
な か じ ち か い

防災会
ぼうさいかい

 

（米子市・平成７年４月） 

地域内の消火栓が少ないため、町内の要所に自衛消火栓を自

力で掘削するなど、地域防災力の向上に努めた。 

 

 

 

 

 



【平成１９年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

活動概要 

功績表彰 高橋
たかはし

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（大山町・平成１８年３月） 

平成１９年９月の局所的集中豪雨による床下浸水等の災害

に対し、構成員が連携した被害拡大の抑制や避難誘導により、

人的被害の発生を防ぐように努めた。 

功労表彰 立川町
たつかわちょう

四丁目
よんちょうめ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

(鳥取市・昭和２２年) 

地域の子供会と連携した消火訓練の実施や全戸に防災関連

情報を掲載した広報紙を配布するなど、防災意識の普及啓発に

努めた。 

花園町
はなぞのちょう

婦人
ふ じ ん

消防隊
しょうぼうたい

 
（米子市・昭和５７年１０月） 

女性の視点を生かした訓練等の防災活動に取り組むととも

に、防災意識の普及啓発として防災講習会を開催した。 

広瀬町
ひろせまち

自治
じ ち

公民館
こうみんかん

 
（倉吉市・昭和３０年代） 

独自の自主防災マニュアル等の作成及び災害時住民世帯確

認表の整備により災害時の安否確認等を行う体制を構築した。 

三軒屋
さんげんや

町
ちょう

自治会
じ ち か い

防災部
ぼうさいぶ

 
（境港市・平成１６年１０月） 

緊急時に対応できる体制の構築を目指すとともに、消防署と

連携した煙体験の実施など、住民の防災意識の普及啓発に取り

組んだ。 

宇野
う の

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（湯梨浜町・平成１８年１月） 

地域の実情に合った防災体制を確立するとともに、地区の運

動会において防災活動を取り入れた競技を実施した。 

池
いけ

の内自主
うちじしゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

 

（江府町・平成１５年４月） 

地域に若者のいない平日昼間の災害に対応するため、高齢者

を中心とした防災体制を構築した。 

 

【平成２０年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

活動概要 

功労表彰 武田
た け だ

 恭
やす

明
あき

 

（鳥取市・個人） 

鳥取市自主防災会連合会の設立に尽力し、平成１８年から

同連合会の会長として、合併後の自主防災組織の体制整備及

び活性化に貢献した。 

吉方
よしかた

温泉
おんせん

四丁目
よんちょうめ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（鳥取市・平成１７年１０月） 

心肺蘇生法講習会の開催や災害時要援護者名簿の作成など

新たな取組を行い、地域の防災力向上に努めた。 

蒲生
が も う

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（岩美町・平成１７年３月） 

消火や炊き出し等の訓練を積極的に実施するとともに、災

害時要援護者名簿の作成など新たな取組を行い、地域の防災

力向上に努めた。 

みどり一区
い っ く

自治会
じ ち か い

 

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

 
（北栄町・平成１７年１０月） 

独自の防災マニュアルや世帯別災害時避難確認表の整備を

はじめ、防災資機材の整備、救命講習会等の開催など、住民

の防災意識の普及に取り組んだ。 

日吉津上
ひ え づ か み

２自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

委員会
いいんかい

 
（日吉津村・平成１７年２月） 

独自の住民避難マニュアルの作成や資機材の整備を進める

とともに、消防団の指導による操作訓練を行うなど、住民の

防災意識の向上に努めた。 

山上
やまがみ

まちづくりの会
かい

 
（日南町・昭和５８年） 

山上地域全体で防災訓練を行うなど地域をあげて防災活動

に取り組むことにより、住民の防災意識を高めながら自主防

災体制を確立した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【平成２１年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功労表彰 山王
さんのう

団地
だ ん ち

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

（鳥取市・平成８年４月） 

町内で発生した４件の住宅火災において、小型ポンプによ

る消火活動を実施した。そのうち２件は、小火火災にくい止

めるなど、地域の防災対策に貢献した。 

 倉吉町並み
くらよしまちなみ

保存会
ほぞんかい

 

（倉吉市・平成１５年１０月） 

倉吉市防災センター「くら用心」の管理業務を受託してい

るほか、地区内の小学校等が実施する防災教育に協力するな

ど、町並みの保存及び防災意識の向上に貢献した。 

海田西町
かいだにしまち

・河北町
かほくちょう

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１９年１月） 

公民館を災害時の「災害対策本部」と一次避難場所に設定

するとともに、周辺の自主防災組織が所有する資機材を公民

館に保管し、緊急時に必要に応じて活用できる体制を確立す

るなど、地域防災力の向上に貢献した。 

吉川
よしかわ

消防団
しょうぼうだん

 
（若桜町・昭和３４年５月） 

地元婦人会、常備消防及び町消防団との連携強化に努める

とともに、吉川消防団に地区住民の約１４％が加入するなど、

地域住民の協力を得ながら地域防災力の向上に努めた。 

西高
にしたか

尾
お

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

（北栄町・平成１９年１月） 

独自に自主防災会長（自治会長）を補佐する「防災専門員」

を設置した。平成２０年２月には、防災専門員が防災士の資

格を取得するなど防災体制の強化に努めた。 

杉地
す ぎ じ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

（琴浦町・大正３６年） 

琴浦町が取り組んでいる防災教育（地域防災スクールモデ

ル事業）に協力し、地域の防災力及び防災意識の向上に貢献

した。 

 

【平成２２年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功労表彰 中ノ郷
なかのごう

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（鳥取市・平成元年１２月） 

災害時要援護者の避難支援マニュアルやマップを創設し、

登録名簿を作成するとともに、災害時要援護者の避難支援の

内容も取入れるなど実践的な防災訓練を実施した。近隣の社

会福祉法人と災害時の避難場所に係る協定を締結した。 

旭田町
あさひだちょう

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１９年１月） 

防災資機材について、年次的な整備に加え、登録方式によ

る構成員の保有スコップ等の活用体制を整えるなど、独自に

工夫した取組を行った。また、防災計画の周知、火災警報器

の普及活動、定期的な講習会の開催に加え、民生委員と連携

し、災害時要援護者の把握及び災害時の避難所や連絡・行動

等について周知した。 

出
いで

上地区
か み ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（琴浦町・昭和３５年） 

火災警報器を共同購入し、全戸設置に取り組んだ。また、

災害時要援護者の調査を行い、公民館にマップを掲示したほ

か、自衛消防団・シルバー消防隊・女性消防隊を組織し、近

隣集落との合同訓練も実施した。 

湊町
みなとまち

自治会
じ ち か い

自主
じ し ゅ

防災部
ぼうさいぶ

 
（境港市・平成１８年７月） 

高齢化の進む市街地において、災害時に高齢者・独居の安

否を迅速に確認するため、現地での訓練に取り組んだ。地区

住民の参加による消火訓練を毎年実施し、独自の研修会も開

催した。 

鳥取県
とっとりけん

さく
さ く

井
せい

協会
きょうかい

 
（米子市・昭和６２年４月） 

平成１７年から防災井戸ボーリングの掘削を毎年実施し、

地域に無償で贈呈した。これまでに、鳥取市樗谷公園、倉吉

市ラグビー場、米子市東山公園等に設置した。 

鳥取県
とっとりけん

建築士会
けんちくしかい

女性
じょせい

委員会
いいんかい

 
（鳥取市・平成４年４月） 

自主防災組織の研修会において、住宅の大型模型や「紙ぶ

るる」を活用し、地震に対する「筋交い」の有効性や耐震化

の重要性を啓発した。また、県内の小学校においても、「紙ぶ

るる」の実験等による地震学習を開催した。 

 



【平成２３年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功績表彰 東西
とうざい

町
ちょう

地域
ち い き

振興協
しんこうきょう

議会
ぎ か い

 

（南部町・平成１９年７月） 

訓練指導車を使用しての消火・通報訓練等の実施など、平時

から災害時の初動体制づくりに努めており、平成２３年台風１

２号の際には、町の避難勧告の発令より先に、地域住民に早め

の避難を呼びかけて回り、人的被害を未然に防いだ。 

社会福祉法人萌生会
しゃかいふくしほうじんほうせいかい

 

グループホームなごみ 
（伯耆町・不明） 

避難計画に基づき、定期的に訓練を実施するなど平時から入

所者の安全確保に努めており、平成２３年台風１２号に際して

は、夜間の避難を回避するため、早期に避難を開始（土砂災害

警戒情報の発表前に避難完了）するなど入所者の安全な避難の

確保に努めた。 

功労表彰 勝見
か ち み

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（鳥取市・昭和３８年５月） 

定期的な放水訓練、設備点検、講習会等の実施をはじめ、気

高町地域福祉推進協議会と協力し、防災マップの作成・各戸配

布を行った。また、毎年２月には過去の大火を教訓とした「と

うがらし味噌」という行事を実施するなど、住民の防火・共助

意識の高揚を図った。 

津原
つ わ ら

自衛
じ え い

消防団
しょうぼうだん

 
（倉吉市・平成１６年９月） 

防災マップの作成・全戸配布・定期更新をはじめ、危険箇所

の点検や女性を中心とした訓練・民生委員と連携した訓練、防

災研修会の開催など、継続的に地域防災力の向上に努めた。 

港町
みなとまち

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

（琴浦町・平成２０年１月） 

独自に作成した防災マップ・防火ステッカー及び収集した防

災資料・パンフレット等の全戸配布や、津波を想定した避難誘

導・搬送訓練、救命講習等を実施することにより、緊急時に対

応できる体制を構築した。 

大滝
おおたき

自衛
じ え い

消防
しょうぼう

組織
そ し き

 

（伯耆町・大正９年） 

避難訓練時の防災ハンドブックの配布や災害時要援護者台

帳の整備を行い、住民の防災意識の高揚を図った。また、組織

の団員を定期的に更新し、誰でも災害時に資機材が操作できる

よう努めた。 

鳥取県
とっとりけん

技術士会
ぎじゅつしかい

 

（鳥取市・昭和６１年１１月） 

 

倉吉農業高等学校や小学校で防災教育を行い、会員の専門知

識を生かしながら、講義やＤＶＤ視聴のほか、クイズやハザー

ドマップ作成などを通じて防災の基礎知識を教え、災害に強い

まちづくりに貢献する人材を育成した。 

 

【平成２４年度】 

区分 被表彰者 

（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功績表彰 大島
おおしま

自治会
じ ち か い

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

 

「防災
ぼうさい

大島
おおしま

」 
（北栄町・平成２０年１月） 

平成２３年台風１２号の際に、地域周辺の巡回及び独居高

齢者の安否確認、放送による情報提供を行い、住民の安全確

保に努めた。なお、平常時は、防災スタンプラリーや図上訓

練等により災害に備えている。 

功労表彰 高松町
たかまつちょう

自治会
じ ち か い

防災部
ぼうさいぶ

 

（境港市・平成１７年７月） 

毎年実施される町民運動会の休憩を利用して防災訓練を実

施するほか、ハザードマップの活用法や早期避難及び自助・

共助の重要性等を考える「防災の集い」を開催し、住民の当

事者意識を高めた。 

あいみ富
ふ

有
ゆう

の里
さと

地域
ち い き

振興
しんこう

 

協
きょう

議会
ぎ か い

 
（南部町・平成１９年６月） 

要援護者を地域で支えるため、防災情報を一括管理できる

システム「電子版地域見守りマップ」を独自に構築し、防災

活動に活用している。また、中学校の防災訓練に出向くなど、

防災教育の推進にも貢献した。 

日吉津
ひ え づ

下口
しもぐち

自治会
じ ち か い

 

（自主防災委員会） 
（日吉津村・平成２１年以前） 

内容検討会を何度も重ね、災害別の避難所等を示した「自

主防災（減災）計画」を策定し、全戸に配布した。また、毎

年訓練を実施し、参加者アンケートや反省会での意見を基に

議論を重ね、防災体制に改善を図った。 



 

【平成２５年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西坪
にしつぼ

部落
ぶ ら く

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

会議
か い ぎ

 
（大山町・平成１８年２月） 

各種訓練や講習のほか、県防災研修の受講者による受講報

告会や、各戸への防災用品の紹介等により、地域防災力の底

上げを図った。また、福祉施設と連携し、訓練協力や停電時

の支援を行った。 

福栄
ふくえい

女性
じょせい

消防隊
しょうぼうたい

 
（日南町・平成１８年４月） 

住宅用火災警報器の設置普及のため、各家庭を訪問して必

要性を説くとともに、高齢者世帯等における取り付け支援を

実施した。また、保育園の運動会等、種々の機会を捉え、防

火対策等の推進活動を行った。 

区分 被表彰者 

（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功績表彰 宮川町
みやがわちょう

２丁目
にちょうめ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１４年２月） 

平成２５年７月６日深夜に発生した建物火災において、初

期消火を行い、延焼の拡大を防ごうと努力した。また、避難

の呼びかけや被災者のサポートを行った。 

徳
とく

万
まん

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（琴浦町・平成２１年１月） 

平成２５年７月１５日の大雨の際、冠水により民家への浸

水の危険性があったため、自主的に対策本部を設置し、浸水

危険家屋への土嚢の設置や周辺の河川を監視するなど、迅速

な対応を行った。 

功労表彰 福部
ふ く べ

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

連絡
れんらく

 

協
きょう

議会
ぎ か い

 
（鳥取市・平成２０年５月） 

毎年「福部地区防災フェア」を実施し、地域住民の防災意

識の向上を図った。また、近年は、津波対策として沿岸部町

内会に対し、津波避難訓練の協力を行った。 

見
みる

日
か

町
ちょう

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１８年１月） 

指定避難所を見直した結果、企業の立体駐車場が最も適し

た場所だと判断し、有事の際には企業の駐車場に一時的に避

難することとし、町内企業と協定を締結した。 

泊
とまり

３区
３ く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 

（湯梨浜町・平成１８年４月） 

毎年、防災訓練を実施し、各班の役割を明確にすることで

初動体制の確立を図った。訓練後には反省会を行い、訓練参

加者からのアンケートや反省会から出た課題を次の訓練に生

かせるよう話合いや体制の見直しを行った。 

海
かい

川
がわ

自治会
じ ち か い

 

（海
かい

川
がわ

防災
ぼうさい

対策
たいさく

策定
さくてい

委員会
いいんかい

） 
（日吉津村・平成２２年４月１

日以前） 

地区内の各種団体や役員等によりワークショップを重ね、

防災対策ハンドブックを作成し、全戸配布を行った。また、

自治会で決定した１２箇所の災害直後の一次集合場所に独自

に作成した防災キャラクター付きの看板を設置し、一次集合

場所が分かるように工夫した。 

伯耆
ほ う き

町
ちょう

区
く

長
ちょう

協議会
きょうぎかい

 

（伯耆町・平成２０年４月） 

伯耆町防災の日にあわせて、防災活動事業を実施しており、

全集落に防災活動を呼びかけ、各集落で避難訓練、消火訓練、

避難所における非常食の試食訓練等を実施した。 

吉原
よしはら

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

 
（江府町・平成１５年４月） 

高齢化率が高い状況の中、集落の活性化を図るためにボラ

ンティア組織を結成し、地域コミュニティや地域助け合い活

動を行った。また、防災マップの作成を行い、要援護者の見

守り、支援体制を構築するため、何度も話合いを重ねた。 



 

 

【平成２６年度】 

 

【平成２７年度】 

区分 被表彰者 
（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功績表彰 小竹自主防災会議
こだけじしゅぼうさいかいぎ

 

（大山町・平成２３年６月） 

平成２６年８月１７日の大雨の際、集落の判断でいち早く

対策本部を設置し、集落内の浸水危険箇所に土嚢を設置する

など迅速な対応を行い、被害をゼロに抑えた。 

功労表彰 大正
たいしょう

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

連絡
れんらく

 

協
きょう

議会
ぎ か い

 

（鳥取市・平成２１年１０月） 

毎年、防災訓練を実施するとともに、作成した地区防災マ

ップの活用による避難所の確認をはじめ、洪水時の避難の目

安の一つとするため、「千代川想定浸水深表示板」の設置等を

実施している。 

円谷
えんだに

町
ちょう

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１８年１月） 

防災マップを作成したほか、公民館を建て替える際、避難

所として利用できるよう各所に工夫を凝らした。また、主婦

や高齢者でも容易に使うことができる消火器具を配備した。

民生委員と協力し、高齢者の見守りを実施している。 

城
しろ

園
えん

ハイツ防災会
ぼうさいかい

 

（米子市・平成１４年３月） 

毎年、防災訓練を実施し、訓練後には検討会を開き、訓練

の成果や課題を次の訓練に生かすための話合いや体制の見直

しを実施した。また、毎年、危険箇所の見回り、避難経路の

見直しを実施するとともに、防災会の各部長をある程度固定

し、中長期的な活動を実施できるように工夫を施した。 

崎津
さ き つ

７区防災会
ぼうさいかい

 
（米子市・平成１３年１０月） 

防災マップの作成や要配慮者の個別支援プランを策定し、

情報共有体制を構築した。防災会の各部長を固定し、中長期

的な活動ができるように工夫を施した。また、防災倉庫に様々

な資機材を整備し、定期的なメンテナンスを実施した。 

富吉
とみよし

自治会
じ ち か い

 
（日吉津村・昭和３０年４月） 

「自助」・「共助」を推進するため、「助け合いカード」を作成

し、近所で顔の見える関係を築くとともに、「災害時避難マッ

プ」を作成し、公民館に掲示した。また、境港市米川町自主

防災会と連携し、防災力の向上に努めた。防災訓練とビンゴ

ゲームを組み合わせ、老若男女を問わず、多くの住民が訓練

に参加できるよう工夫を施した。 

区分 被表彰者 

（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功労表彰 美保
み ほ

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

連絡
れんらく

 

協
きょう

議会
ぎ か い

 

（鳥取市・平成２０年５月） 

千代川に面した地域特性から洪水に対する危機意識が高

く、毎年、防災研修会や防災訓練を実施した。住民と防災関

係機関が一体となった初期消火訓練等の実施をはじめ、平成

２５年９月４日の大雨による大路川流域への避難勧告の対応

を踏また避難訓練を実施した。また、専門家を招へいし、災

害時の避難行動と防災マップの作成に関するワークショップ

を開催し、内水氾濫、用水路・暗渠等を網羅した防災マップ

を作成した。 

緑ヶ丘
みどりがおか

グリーンハイツ 

防災会
ぼうさいかい

 

（米子市・平成１２年３月） 

結成以来、毎年継続して消火訓練、避難訓練、搬送訓練を

はじめ、チェンソーやバールを使用した倒壊家屋救出訓練、

同防災会の災害対策本部運営訓練等の多種多様な訓練を実施

した。その成果により、平成２３年９月に台風第１２号が襲

来した際は、佐蛇川の監視、住民への広報活動や避難誘導、

要配慮者に対する避難支援、地区避難所の開設等を実施し、

災害の未然防止を図った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御建
お た て

地区
ち く

防災会
ぼうさいかい

 
（米子市・平成７年９月） 

防火意識が非常に高く、毎月１回の消防ポンプによる消火

訓練をはじめ、毎月２回の夜回り等の防火活動を実施した。

また、独自に小型動力消防ポンプ付積載車を保有し、地区内

の火災に対する迅速な消火活動を実施するとともに、地区内

にＡＥＤを３ヵ所、消火器を５箇所に設置し、定期的に防災

資機材の使用講習会や点検を実施た。 

和田
わ だ

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（倉吉市・平成１９年１月） 

従前から火災による被害を軽減するため、自衛消防団を設

置し、消防活動を中心に実施してきた。しかし、近年の地震、

豪雨等の災害を踏まえ、平成１９年１月から同防災会を立上

げ、あらゆる災害に対応するための防災マニュアルの整備、

避難訓練や防災懇談会の開催、迅速な避難誘導や安否確認の

ための区民台帳の整備等を実施した。 

中野
な か の

自衛
じ え い

消防団
しょうぼうだん

 
（倉吉市・平成１９年１月） 

火災、地震等による被害の軽減を図るため、平成１９年１

月に結成され、毎年、消防署の指導による消火訓練を実施し

た。特に、高齢者世帯を対象とした消火訓練等の実施をはじ

め、地区内への消火器の設置など高齢者の防災活動に配慮し

た防災資機材の整備も計画的に取り組み、高齢者の防災力向

上に力を注いた。また、平成２５年に危険箇所等を記載した

防災マップを作成した。 

糸
いと

白
しろ

見
み

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（若桜町・大正１１年） 

火災による被害を軽減するため、大正１１年に自衛消防団

を結成し、更に、昭和６１年１０月には婦人消防隊を結成し

た。しかし、近年の大規模災害を教訓に、平成２６年５月に

２つの消防組織を下部組織に置いた同防災会を立上げ、消火

訓練をはじめ、普通救命講習、避難訓練等を実施した。その

成果により、平成２５年７月、平成２７年６月に発生した建

物火災で、消防機関が到着するまでに消火活動を実施し、被

害を最小限に抑えた。 

こしきが丘
おか

自治会
じ ち か い

 
（伯耆町・昭和４９年９月） 

同自治会は、平成２４年６月からこしきが丘友の会（老人

クラブ）と連携して、要配慮者の把握（災害時要援護者名簿

の作成）、要配慮者を対象とした避難訓練の実施、要配慮者に

対する防災知識の普及啓発等の要配慮者対策を重点的に実施

した。また、平成２５年８月に自主防災組織の組織体制や役

割分担の明確化を図った。 

イオンモール日吉津
ひ え づ

 
（日吉津村・平成１８年８月） 

イオンモール日吉津は、平成１８年８月に日吉津村とイオ

ンリテール㈱中四国カンパニーとの間で締結された「災害時

における防災活動及び平常時における防災活動への協力に関

する協定書」に基づき、以後、地元自治会が主体的に行う避

難訓練において避難場所となる立体駐車場を訓練会場として

提供するとともに、店舗の従業員も積極的に訓練に参加し、

地域住民と一緒に避難誘導訓練を行うなど、地域の自主防災

活動に積極的に協力した。 



【平成２８年度】 

 

区分 被表彰者 

（所在地・活動開始時期） 

特に優れた活動 

功労表彰 遷喬
せんきょう

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

連絡
れんらく

 

協議
きょうぎ

会
かい

 

（鳥取市・平成８年４月） 

地区内全ての自主防災会の参加を得て地区防災訓練を毎年

実施し、避難行動要支援者の把握、避難誘導等を行っており、

地区全体で連携して活動している。更には、日本赤十字社鳥取

県支部から講師を招き、ＡＥＤ講習、緊急時の応急手当等の救

急講習を実施するなど、工夫を加えつつ地域一体で取り組む事

業を展開している。 

旗ヶ崎
はたがさき

二区
に く

自治会
じ ち か い

防災会
ぼうさいかい

 

（米子市・平成１５年５月） 

防災訓練（避難、初期消火、救急救命訓練等）を毎年数回に

渡り実施している。また、防災会内の要配慮者マップ及び要配

慮者リストを作成し、避難行動要支援者の支援担当や避難場所

を班ごとに決めている。結成当初からこども会と連携し、こど

も達で「わかとり消防団」を発足しており、毎年夏に火の用心

を訴えて町内巡回を行っている。 

河岡
かわおか

自治会
じ ち か い

防災会
ぼうさいかい

 

（米子市・平成１２年３月） 

防災会内に独自の組織（河岡消防団）を設置している。また、

防災訓練を年に２、３回実施しており、地震・津波災害を想定

しての図上訓練（ＤＩＧ）や消火栓及び消火器を使用した消火

訓練など様々な内容の訓練を実施している。更には、独自に有

線放送施設を有し、屋外拡声スピーカーを設置するとともに、

戸別受信機を全家庭に配備し、訓練で活用している。 

陸上
く が み

地区
ち く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（岩美町・平成２５年７月） 

地震・津波を想定し、住民避難訓練、防災資機材を利用した

訓練、生活用水の確保訓練等を実施した。コミュニティ新聞「く

がみ新聞」に防災情報を定期的に掲載しているほか、防災専門

誌「会報 ぼうさい陸上」を発行し、住民の防災意識の向上に

努めている。更には、避難行動要支援者、世帯員名簿の整備、

独自の海抜表示板の設置を推進している。 

東
ひがし

田後区
た じ り く

自主
じ し ゅ

防災会
ぼうさいかい

 
（湯梨浜町・平成２５年２月） 

各班の役割を明確にし、初動体制の確立など区民参加型訓練

を行い、地域住民の防災意識の高揚に努めている。避難行動要

支援者名簿の充実拡大に取り組んでいるほか、防災訓練（防災

講習、地震・煙体験、初期消火、避難、炊き出し）を毎年３回

実施するとともに、防災活動への参加者を増やすため、他行事

と連携した防災イベントの企画運営に尽力している。 

小田
こ だ

自主
じ し ゅ

防災
ぼうさい

組織
そ し き

 
（倉吉市・平成２４年１月） 

毎年、防災に関する講演会を実施するほか、消防団と連携し

て防災訓練を行っている。更には、住民同士で意見交換を行う

ことにより、専門知識を有する住民を把握するとともに、危険

箇所、避難行動要支援者、独居者等の情報を集約した防災マッ

プを班別に作成した。 

本田
ほ ん だ

 卓巳
た く み

 

（米子市・個人） 

消防団員として、平成２６年８月に市内初の「福生東少年消

防クラブ」の設立に携わった。同クラブは、同氏が企画・立案・

連絡調整し、救急講習、水消火器による消火訓練等を消防署の

協力を得て実施するほか、毎月１回程度、消防団員と火の用心

を訴えながら防災パトロールを実施するとともに、自分達の地

域を見回って独自の防災マップを作成している。 

横山
よこやま

 ひとみ 
（鳥取市・個人） 

鳥取県防災教育コーディネーターとして、過去の災害の教訓

や地理的条件等を踏まえた県独自の防災教育プログラム「鳥取

型防災教育の手引き」の作成やその効果的な活用に取り組ん

だ。また、鳥取県学校防災アドバイザーとして、県内の学校で

実践的な防災教育を行うとともに、鳥取県自主防災活動アドバ

イザーとして、防災学習会の講師として活動している。 


